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②の両辺を pで偏微分すると、 
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左辺の第 2項は、 
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だから、②’は、 
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したがって、 
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①の両辺を pで偏微分すると、 
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②の両辺に
2

p を作用させると、 
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①に②を代入して、 
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両辺を )](exp[ˆ tlykxik  で割って、 
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分散関係式に 0 を代入して、 
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（２）の結果より、  22 lkU  だから、 
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（２）の結果より、  22 lkU  だから、 
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④を②に代入すると、 
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連立方程式①’～③’は、 
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と書くことができる。したがって、 
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行列 Aの行列式がゼロだから、 
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